
子宮頸がんワクチン問題～社会・法・科学
～私にとっての この３７年～ 大熊由紀子

★★1984年9月28日の朝日新聞社説で、

「妻やごく親しい女性を子宮頸癌がんにかからせてしまう
物騒な男性がいるという研究結果が最近出た。
浮気な夫の妻ほど子宮頸がんにかかりやすいという。
この男性たちが、イボをつくるウイルスとして知られる
パピローマがウイルスを女性から女性へ運んでいるらしい」

重要なことは、このウイルスは、空気感染などしないということです。

家庭争議がおこらないように苦労して書いた社説

私：「HPV ワクチンの早期承認と公費負担の実現を図る
「子宮頸ガン征圧をめざす専門家会議」 がスタートし、
モナコの学会にジャーナリストたちが招待されました。
利益相反が始まる兆しではないでしょうか？

小児科医：僕個人は、ワクチンしておけば確実に死ななかったのに、してなかった

ために死んだ子は、何10人と看取っています。一方、ワクチンで障害を受けたと思
われる 子も数人、障害者の専門病院で対応したことがあります。数でいうと死んだ
子のほうが、障害を受けた子より多いかな？

私：ご経験になっているような感染症と違い、
子宮頸がんは、早期発見・早期治療で死を免れることができます。
「ワクチンしておけば確実に死ななかったのに、してなかったために死んだ」
という種類の感染症と、この「ワクチン」は、
事情が違うと思います。

★★2010年2 月 26 日
医師たちのＭＬ[fmj2][00649] でのやりとり・・・・



★★2014年４月19日
福祉と医療・現場と政策の「新たなえにし」を結ぶ会

第１章 子宮頸がんワクチンに見る利益相反
検討委員は誰の味方？／「専門家会議」の利益相反／政治家は、こう動く

宣伝に貢献したジャーナリズム／ＷＨＯあなたまで！／ロビイストはこう暗躍する
第２章 医療界が溺れてしまう構造
第３章 犠牲になる患者たち
第４章 メディアが共犯者になる…地獄への道は、善意の小石で敷きつめられている
第５章 癒着を引きはがす処方箋

３時間半、席を立つひとがいなかった夜の部

このシンポジウムの記録は、えにしのHP （「ゆきえにし」で、出て
きます）の「ことしもまた「えにし」の会の部屋 2014」を
http://www.yuki-enishi.com/enishi/enishi-00.html#2014



このような基本情報さえ、伝えないメディア

副反応疑い報告
（100万接種あたり）
HPV 355.8
4種混合 36.6
風疹 28.5
日本脳炎 23.9

子宮頸癌は検診で前癌病変で
発見できる 珍しいがん
早期発見で赤ちゃんも産める

女性にとっては、乳癌、大腸癌
肺がんの方がずっと怖い

ワクチン接種しても、2年に１回
子宮頸がん検診が必要

えにしのHP（「ゆきえにし」ででてきます）。その中の
「子宮頸ガン予防？」ワクチンの部屋基礎的情報
http://www.yuki‐enishi.com/kusuri/keigan‐00.html

キノホルムをやめたら……スモンがなくなった
サリドマイドの発売をやめたら・・・フォコメリアの赤ちゃんが激減した
ウイルス入りの非加熱製剤をやめたら・・・薬害エイズは、なくなった
健康局長通知が出たら症状発現が激減…それなのに、なぜ再開？？




